
行政の取組
取組名

「支援が必要な子」を支援する力を底上げする、
特別支援教育ソフトの活用について①

背景 〇発達障害の児童生徒が急増し、人材の供給が追い付いていない状況
・特別支援学級数 R６：276（H２７の２倍）、
特別支援学級に在籍する児童生徒数 Ｒ６：1,631人（Ｈ２７の2.4倍）

・特別支援学級担任の52％が経験年数３年以下。新任教員は64人（21.8％）
・通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生徒の割合 Ｒ３：8.8％（Ｈ27の
1.2倍）
→全担任が特別な支援に関する知識・知見を持つ必要がある

・経験の浅い教員をサポートするシステムが必要
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行政の取組
取組名

「支援が必要な子」を支援する力を底上げする、
特別支援教育ソフトの活用について②

目的 〇特別支援教育ソフトを活用することで、教員の支援する力を底上げする
・特別な支援が必要な子に対して担任が作成する「個別の教育支援計画」の作成をサポート

①子のアセスメント（実態把握）が質問に答えることでチャートに表される
②子の特性に合わせた支援策が具体的に提案され、教材のダウンロードが可能
③保護者が子をアセスメントすることができるため、情報共有・対話がしやすい
④統一した書式のため、学校内でも情報共有が容易
⑤園→小学校→中学校と計画の引継ぎがしやすい

・特別な支援に関する研修動画の活用
〇経験の浅い教員でもソフトを活用することで「個別の教育支援計画」を作成することができ、

保護者や学校と情報共有することで一丸となって子を支援することが可能となる。
また、計画を切れ目なく引き継ぐことで支援体制を継続することができるようになる。

取組内容 ①小・中学校 R５、６年度：４校導入→取組効果（別紙参照）
②幼保支援課にて、R6年度に私立園に対して助成を行い、１２園が導入

→R6.８月頃、効果検証予定（対象園にアンケートを行う）

今後の予定
①教育：効果を検証し、導入検討
②私立幼稚園：導入施設数の増加を図る。既にソフトを導入している小学校の学区内の園で導入
することにより、引継ぎの円滑化を進めていく。
③市立こども園：導入検討
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Ｒ５特別支援教育ソフト 効果検証成果 

 

１ 実施校 大里中学校、大里西小学校 

      清水第二中学校、清水岡小学校 

 

２ 通常学級における保護者と共有による個別の教育支援計画作成数 

（特別支援学級を除く全校に対する作成人数の割合％） 

 R４（導入前） R５（導入後） 

大里西小 41（5.4％） 52（７％） 

清水岡小 3（0.6％） 25（５％） 

大里中 28（4.1％） 42（6.5％） 

清水第二中 16（2.5％） 30（4.9％） 

 

３ 導入による成果 

作成 ・アセスメントの実施により実態を把握でき、支援計画を作成しやすかった。 

・文例があるので取り組みやすい。 

・新規採用であるが、文例があるので取り生みやすかった。アセスメントに対す

る負担感を感じなかった。 

・作成にかかる時間が短くなった。 

・本人や保護者の願いが以前よりはっきりとわかり、作成に役立った。 

支援 ・支援例が具体的で誰でも支援がしやすくなった。支援方法を複数提案できた。 

・計画作成のフォーマットがそろったことで、職員が共通理解して対応できた。 

・合理的配慮について、どんなものがあるのかを例文を見て知ることができたため、
配慮の幅が広がった。 

・早期からの支援に繋がった。 
・教材を活用した。環境の UDに繋がった。 

連携 ・学校と家庭でのあらわれの違いも含めて共有できる。 

・ここまで支援しているという保護者の好意的な受け止めにつながった。 

・子どものよさや保護者の思いに注目して作成した。子どもの困り感に沿って

具体的な話ができる。 
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